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スタディクーポン
指定寄付金・会費
使途に関するお約束

2024年度にいただいたスタディクーポン事業への指定寄付金・賛助会費 1億
7,438万円のうち、85.4％にあたる1億4,893万円を事業費として使用します。この
うち、1億1,334万円をスタディクーポンに充当します。445万円分のクーポンは年
度中に緊急支援の一部として提供したため、残り1億889万円にその他の寄付金
（運営費指定等）のクーポン充当分等を加え、2025年度は総額1億2,950万円分の
クーポンを1,378名の子どもたちに提供する予定です※。残り3,559万円は、事業運
営費として使用します。事業運営費の内訳は、クーポン利用者募集審査、利用者の
サポート（コーディネーターによる相談支援、大学生ボランティア育成や定期面
談）、教育事業者の募集審査、効果検証などの費用です。

寄付金の85%※以上を子どもへの直接的な支援費として使用
※65%以上をスタディクーポン費、残り20%程度を事業運営費に充当。

1

寄付金の15%未満を法人の管理費※として使用
※子どもたちを間接的に支えるための費用。管理を行う職員の人件費、広報費等。
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2025年度の計画（2024年度にいただいた寄付金の使途）

1億2,950万円分のクーポンを1,378名の子どもへ提供

※緊急支援含む。SMBCグループ・スタディクーポンは含まない。

Study coupon
スタディクーポン

子どもたちの声

Messages from the Children

子どもたちの教育格差をなくす

2024年度は、これまで活動を継続してきた地域での支援に加え、
能登半島地震の緊急支援を実施しました。近年は物価高を背景に
支援ニーズが一層高まり、CFCの調査では「約8割の経済困窮家
庭が物価高で子どもの学習支出を減らした」ことが分かりました。
また、能登半島地震の被災家庭は、9割超で子どもの教育機会が
減少したことが分かっています。2014年に東日本大震災の被災
家庭に実施した調査では、「貧困が長期化すると学習習慣や進学

期待が低下する」可能性が示唆されており、CFCでは貧困の連鎖
の中で育つ子どもの支援に加え、突発的な災害で経済的困難に
陥った家庭の子どもへの予防的な支援も重要だと認識していま
す。これらの状況を踏まえ、2025年度はこれまで活動を継続して
きた地域での支援に加え、能登半島地震の緊急支援も継続して
実施します。一人でも多くの子どもたちに支援を届けるため、引き
続きのご支援をお願いいたします。

物価高で家計がさらに切迫する経済困窮家庭と、
災害で経済的被害を受けた家庭の子どもたちに学びの支援を継続します
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引き続きのご支援のお願い

2024年～2025年の

活動報告

1
T O P I C S  & R E P O R T S

宮城県／中学3年生 宮城県／高校3年生

福島県／中学3年生

埼玉県／高校1年生

兵庫県／中学3年生

東京都／高校3年生

2024年度のCFCの活動実績（2024.4-2025.3）

1,739名の子どもたちを支援

1,739名
支援した子どもの人数

約2億9千万円
クーポン提供総額

1,445回
大学生ボランティア

面談回数

4,875教室
クーポン利用先数

※支援した子どもの人数およびクーポン提供総額は緊急支援とSMBCグループ・スタディクーポンを含む。

クーポン費
1億1,334万円

65.0%

事業費
1億4,893万円

85.4%事業運営費（利用者サポート費用等）
3,559万円

20.4%

管理費
2,545万円

14.6%
スタディクーポン
指定寄付金総額

1億7,438万円



　震災からおよそ1年半。だが、CFCが
支援する家庭の多くは、仮設住宅での
生活や収入の減少など、今もなお震災
前の日常を取り戻せていない。

　今回、私たちは2024年度からCFC
の支援を活用している林雄太さん（仮
名・現在中1）と父親の洋輔さん（仮
名）からお話を聞かせていただいた。
雄太さんには中3の兄と小5の弟がお
り、バスケットボールをしていた父の
影響で3人ともバスケを始め、今も続
けている。

もう少し我慢して。
でも、支援があれば。

　3人の子ども、そして祖母との生活を
支える洋輔さんは、地元で農機店を営
む。震災では自宅と店舗が大きな被害
を受け、家族は現在も公営住宅で暮ら
す。自宅の再建には多額の費用が見込
まれ、今年は長男の高校受験の出費も
控えている。

　経済的な重圧が日増しに高まる中、
洋輔さんは学校のチラシを通じて
CFCの支援を知った。3人のバスケク
ラブの会費や部費などに活用できれ
ばとすぐに申し込んだ。

　「将来のために出費を抑えるとなる
と、『シューズ（のサイズ）がきついけど
もう少し我慢して』とか言わざるをえ
ない部分もあると思うんですけど、支
援があればね。『その分頑張るんだ
ぞ』って」

逆境の中でも続けてきた。
大人たちも支えた。

　小2でバスケを始めた次男の雄太さ
んは、今も中学の部活と地元クラブで
バスケを続けている。震災直後は小5
だったが、近くの体育館が避難所とな
り、クラブ活動が制限されてしまった。
バスケを続けるために隣町のクラブと
合同で練習することになり、送迎には
周りの大人たちが率先して協力した。

　その後、中学で入部したバスケ部は
全部で8人。1年生の雄太さんも入部
早々、試合で活躍している。今では「練
習に行くことはもう当たり前で、テスト
期間中にしばらく活動がないと落ち着
かない」と言うほど大切な習慣だ。中
学卒業後も続けていくという。「父のよ
うなかっこいい強いバスケプレーヤー
になるのが目標です」

　2024年度は、能登半島地震で被災
した449名の子どもたち（輪島市、七
尾市ほか）を支援しました。地元の方
からは、学習塾や習い事に参加する子
どもが多い金沢市に対し、中・奥能登
では塾や習い事よりも部活動に参加す
る子どもが多いという声がありました。
また、被災地域から市街地等に避難し
たことで放課後の環境が変わった支
援家庭も半数以上にのぼります。多様
な状況下にある子どもたちの放課後を
支えるため、今回の助成は学習塾や習
い事等に加え、部活動でも利用できる
ようにしました。

　「習い事は贅沢なのではと思う気持
ちもありましたが、子どもにかかるお
金を削りやりたいことを我慢させたく
はない。今だからこそさせてあげたい
事、変わらずに続けさせてあげたい事
がありました。」ある家庭からは、この
ような声が寄せられました。

　有事の際、目の前の生活再建が急が
れ、子どもの学びが後回しになりがち
だからこそ、変わらぬ学びを支えてい
くことが重要です。災害下においても、
子どもたちが学びをあきらめない社会
に向け、今後も活動していきます。

保護者や子どもの声
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以前からずっとやりたかったフ
ルートを習う事ができて大喜び
です。親としては何でもやらせて
あげたいけれど、金銭的には限
度があるためとても感謝してい
ます。子どもの世界が広がり、嬉
しそうに通っています。

小学5年生の保護者

バク転教室に通い始め、1対1での指導な
のでちゃんと話を聞き、頭で理解してか
ら動作に移すという難しい課題が沢山あ
りましたが本人も諦めず頑張って楽しく
通わせていただきました。日に日にバク
転もある程度形になってきて、少しのサ
ポートで飛べるように成長しました。

小学5年生の保護者

もともと友達づくりが得意
で、キャンプに参加して仲良
しをつくることをたのしみに
しています。友達同士で小さ
なトラブルがあったとして
も、自分たちで解決できる力
がついてきたようです。

小学3年生の保護者

2022年に「体験格差」の解消を目指し、子どもの体験奨学金事業「ハロカル」をス
タートしました。2024年度は、これまで展開してきた東京・沖縄・岡山・石巻に加え、北
海道でトライアル事業を実施。189名の子どもたちにスポーツや文化芸術、キャンプな
どの体験機会を届けました。各地域では、子ども・家庭支援に取り組むNPO等が「地
域コーディネーター」として活動しています。地域コーディネーターは、家庭の相談対
応や地域の教室・クラブの開拓、行政や支援機関との連携を担い、子どもと地域の体
験をつなぐ役割を果たしています。

2024年1月に発生した能登半島地震を受け、CFCでは被災した子どもの
放課後の学びを支えるべく、同年4月に緊急支援を開始しました。被災し
た252家庭の小学生から高校生の子どもたちを対象に、学習塾や習い事、
部活動等の学校外活動費への助成を行っています。

子どもたちの体験格差をなくす

2024年～2025年の

活動報告

2
T O P I C S  & R E P O R T S

「体験格差」の認知・関心の高まり

2024年に「体験格差」の現状を社会全体で共有し、解決に向けた議論の土台を作る
ことを目的に、代表理事の今井が著書『体験格差』を出版しました（講談社現代新書・
2025年3月現在第8刷）。発売以降、多くの方に書籍を手に取っていただいたほか、テ
レビや新聞、ラジオ等200以上のメディアで書籍のご紹介やインタビューの機会をい
ただきました。また、最近では自治体や教育機関、学会等からも「体験格差」の課題や
解決に向けた取り組みをテーマとした講演・研修講師のご依頼をいただいており、「体
験格差」への社会的関心や課題意識の高まりを感じています。
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体操教室に利用音楽教室に利用 キャンプに利用

【上】北海道では、20年以上子ども支援に取
り組む「こども共育サポートセンター」が地
域コーディネーターを務めています。【下】ハ
ロカルを実施している東京都墨田区で「すみ
だSDGsアワード」を受賞しました。

雄太さんにはバスケ部の練習後にお話を聞
かせていただきました。

様々な講演で「体験格差」についてお話しさ
せていただきました。

2024年度のCFCの活動実績（2024.4-2025.3）

5地域で189名の子どもに体験機会を提供

小学2年生／音楽教室 小学5年生／スポーツ教室・キャンプ

特集 能登半島地震・緊急支援のご報告

取材／内藤 日香里　編集協力／望月 優大　写真／久米 凛太郎

C
hance for C

hildren A
nnual R

eport 20
24-20

25
STO

R
Y

被災した子どもの
「学び」を支えること



助成団体

豊田通商株式会社 / 株式会社KNT365 / 株式会社インフォマート / 稲穂スズキ株式会社 / 三栄製薬株式会社 / 株式会社協和ロープ / 株式会社フロンティア技研 / 
アマゾン仙台カスタマーサービス / 株式会社アルティコ / CCCMKホールディングス株式会社 / 東レ建設労働組合・東レ建設株式会社 / 株式会社 Special Medico / 大平潤販株式会社 / 
ハーチ株式会社 / 株式会社バリューブックス / 株式会社クレスコ One％Club / 株式会社マリアージュ / 国際ソロプチミスト東京－新宿

企業・団体支援者 ※スペースの関係で、一定額以上のご寄付をいただいた方のみを掲載しています。また、匿名希望者は掲載していません。 ※敬称略

※みてねの商標及びロゴは、株式会社MIXIの
ライセンスにもとづき使用しています。

2024年度は、延べ3,132名以上の個人の皆さま、149社の企業・
団体の皆さまからご寄付をいただきました。温かいご支援、本当
にありがとうございました。

ご支援いただいた皆さま

05 06

一般財団法人ポケモン・ウィズ・ユー財団

News from CFC StaffCFCスタッフからのご報告

2016年にCFC入職。2022年にCFCから
退職出向、内閣府及びこども家庭庁で勤
務し「こどもデータ連携」プロジェクトを担
当。 2024年からCFCに復職し、東京事務
局で自治体協働事業や自主事業を統括。

2024年度は新たに3つの自治体と協働を開始しました。協働に際してはクーポンを届け
るだけではなく、届けた先の子どもとの関わりや意思決定のサポートにも力を入れて取り
組んでおり、この点を自治体職員やケースワーカーの皆さまからも評価していただいてい
ます。1人でも多くの子どもに支援を届けるため、自治体とのさらなる連携は不可欠です。
今後は、スタディクーポンのさらなる広がりに向け、自治体が少ない負担でスタディクーポ
ンを導入・運営できるように、システムの基盤づくりに取り組んでいきます。

東京事業部 ディレクター
吉岡 新

スタディクーポン事業の広がりで協働先は9自治体に
自治体が導入しやすいシステムの基盤づくりに挑戦していきます

三井住友銀行に入行後、個人向け営業を
担当。教育格差に対する課題意識から、
2025年に自らの希望によりCFCへ出向。
SMBCグループ・スタディクーポン事業や
鎌倉市放課後エンパワーメント・プロジェ
クトを担当。

東京事業部 協働事業担当
石川 謙太

「鎌倉市放課後エンパワーメント・プロジェクト（エンプロ）」は、CFCと三井住友フィナン
シャルグループ、鎌倉市の3者協働で教育格差の解消をめざす全国初の取り組みです。
2024年度は市内121人の中学生にクーポンを提供するとともに、利用先の開拓に力を注
ぎました。地域の教室に足を運んだり地元の集まりに参加したりすると、多くの方がエンプ
ロの趣旨に賛同しともに子どもたちを支えようと動いてくださり、地域のつながりの強さを
感じます。NPO・企業・自治体それぞれの強みを活かしながら子どもたちの学びを後押し
するモデルとなるよう、引き続き活動していきます。

鎌倉市放課後エンパワーメント・プロジェクトが始動
NPO×企業×自治体で全国初の事業モデルにチャレンジします

「ハロカル」専任スタッフとして2023年よ
りCFCに参画。各地で協働している地域
コーディネーターの伴走支援や東京都墨
田区で展開する体験支援プロジェクトを
担当。

子どもの体験奨学金事業
 「ハロカル」担当

猿渡 由実子

2024年度は、5つの地域でハロカルを実施しました。地域ごとに異なる背景や文化があ
り、対象家庭への周知方法や協力を得るべきキーパーソンも異なります。こうした地域特
性をふまえながら、地域コーディネーターと戦略を立て、試行錯誤を繰り返しました。地
域コーディネーターの強みは、地域のことを深く理解し、その地で活動する多様な関係者
と連携していけることです。基本的な仕組みは共通ですが、コーディネーターの強みや地
域リソースが合わさることで、各地に独自の「ハロカル」が生まれています。今後も地域
コーディネーターとともに、地域に根ざした活動を展開します。

北海道から沖縄まで5地域で展開する子どもの体験奨学金事業
それぞれの地域に根ざした取り組みを展開していきます
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子供支援基金

東芝テック
社会貢献基金

神楽坂毘沙門天
善國寺



〒130-0013 東京都墨田区錦糸1-11-1 ノイエヤマザキ5階  ／  TEL： 03-5809-7394  ／  E-mail： info@cfc.or.jp

CFC　子ども 検索 https://cfc.or.jp/
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皆さまからの温かいご支援をよろしくお願いいたします
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貸借対照表、正味財産増減計算書（損益計算書）及び財産目録は、
法令及び定款に従い、法人の財産及び損益の状況を全ての重要な
点において適正に表示しているものと認めます。  

監事

受託事業収益1

受取入会金・会費2

受取寄付金3

受取寄付金等振替額（指定正味財産からの振替額）4

雑収益5

収益計

事業費1

CFCスタディクーポン事業費（自主事業）

管理費2

費用計

当期経常増減額

当期経常外増減額

法人税等

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

受取賛助会費1

受取寄付金2

受取補助金等3

一般正味財産への振替額4

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

正味財産期末残高

一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

正味財産増減計算書の要旨（2024年4月1日から2025年3月31日まで） （2025年3月31日現在）

流動資産1

未収入金等

固定資産2

特定資産

その他固定資産

資
産
の
部

資産の部合計

流動負債1

未払金等
負
債
の
部

科目 金額（円）科目 金額（円）

当期一般正味財産増減額

負債の部合計

正味財産の部合計

一般正味財産1

（うち当期一般正味財産増減額）

指定正味財産2

（うち当期指定正味財産増減額）

正
味
財
産
の
部

自治体等協働事業費（受託事業等）

負債及び正味財産合計

貸借対照表の要旨

112,004,778

60,000

100,000,000

403,092,441

1,222,586

616,379,805

521,879,416

358,485,373

163,394,043

54,954,910

576,834,326

39,545,479

�▲150,000

165,200

39,230,279

33,751,756

72,982,035

70,030,680

287,735,283

108,175,686

�▲403,092,441

62,849,208

453,575,774

516,424,982

589,407,017

チャンス・フォー・チルドレンへのご寄付は、所得税、相続税、法人税などの税制
上の優遇措置を受けることができます。

詳細は、WEBサイトで公開している財務諸表（PDF）をご覧ください。

https://cfc.or.jp/finance

※写真はご本人の許可をいただいたうえで掲載しております。

連絡先（代表）

繰延資産3

ご自身や故人さまの大切な想いを、
子どもたちの未来につなげていただけませんか。●遺言によるご寄付・相続財産からのご寄付

毎月1,000円～のご寄付で、子どもたちを支える方法です。●継続的なご支援「CFCサポート会員」

CFC　寄付 検索

寄付金控除について WEBからご支援いただけます。

ご都合の良いときに、任意の金額をご寄付いただけます。

金融機関
口座番号
口座名義

普通 786275 1
公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン

三井住友銀行 亀戸支店（支店コード：254） 記号・番号 00160-6-265327
口座名義 公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン

●今回のご寄付

銀行口座
ゆうちょ
銀行

（郵便振替）

※クレジットカードでのご寄付は以下WEBサイトから受け付けております。　※銀行口座へのお振込みの方で、領収書が必要な方はチャンス・フォー・チルドレン事務局までご連絡ください。

135,980,575

135,980,575

526,061,791

516,424,982

9,636,809

268,968

662,311,334

72,904,317

72,904,317

72,904,317

72,982,035

39,230,279

516,424,982

62,849,208

589,407,017

662,311,334


